『身延論叢』投稿規定 by 身延山大学仏教学会
『
身
延
論
叢
』
投
稿
規
定
一
、
応
募
資
格　
原
則
と
し
て
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
会
員
か
ら
募
る
。
二
、
原
稿
の
種
類・
枚
数
①
論
文
、
飜
訳
、
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介
な
ど
、
い
ず
れ
も
未
発
表
の
完
成
原
稿
。
②
論
文
、
飜
訳
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙　
三
〇
～
五
〇
枚
程
度
を
目
安
と
す
る
。
③
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介
等
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙　
一
五
～
三
〇
枚
程
度
を
目
安
と
す
る
。
④
縦
組
み
の
場
合
は
、
本
文
を
五
二
字
×
一
七
行
、
注
を
五
八
字
×
二
三
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
注
は
原
則
と
し
て
文
末
に
一
括
す
る
。
⑤
横
組
み
の
場
合
は
、
本
文
を
三
五
字
×
二
六
行
、
注
を
三
八
字
×
三
五
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
注
は
原
則
と
し
て
文
末
に
一
括
す
る
。
⑥
印
刷
技
術
上
、
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
業
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
経
費
の
一
部
を
ご
負
担
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
三
、
入
稿
デ
ー
タ
①
投
稿
に
際
し
て
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
一
部
と
電
子
デ
ー
タ
（PD
F
フ
ァ
イ
ル
も
含
む
）
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
②
電
子
デ
ー
タ
は
、CD
-R
、CD
-RW
、USB
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
な
ど
に
保
存
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
（
添
付
）
を
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
編
集
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
③
電
子
デ
ー
タ
が
用
意
で
き
ず
、
手
書
き
原
稿
に
よ
る
入
稿
を
ご
希
望
の
方
は
編
集
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
④
原
稿
提
出
時
に
、
英
文
タ
イ
ト
ル
、
キ
ー
ワ
ー
ド
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
四
、
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
　
本
会
は
、
国
立
情
報
学
研
究
所
の
事
業
で
あ
る
各
大
学・
研
究
所
等
諸
機
関
雑
誌
の
情
報
電
子
化
と
、
こ
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
投
稿
者
は
掲
載
論
文
等
を
電
子
情
報
化
し
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
に
同
意
願
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
れ
は
各
著
作
権
者
の
権
利
及
び
利
益
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（ 196 ）
五
、
送
り
先　
『
身
延
論
叢
』
編
集
委
員
〒
四
〇
九
―
二
五
九
七　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七　
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
内
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